
 

モザンビークで考えたこと 

「特別の教科 道徳」の授業例 

 

【実践者】 

 

【実践概要】 

1. 単元(活動)名：世界の人々とのつながり 

内容項目 国際理解，国際貢献（C 主として集団や社会との関わりに関すること） 

2. 単元目標 

国際社会の一員としての日本人の自覚を持ち，どの国の人々も同じ人間として尊重し合い，世界

平和や人類の発展に貢献しようとする道徳的実践意欲を育てる。 

  関連する学習指導要領上の目標： 

  内容項目 国際理解，国際貢献（C 主として集団や社会との関わりに関すること） 

 

3. 単元の評価規

準 

①知識及び技能  

②思考力、判断
力、表現力等 

 

③主体的に学習
に取組む態度 

 

4. 単元設定の理
由・単元の意義 

（児童/生徒観、教
材観、指導観） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単元設定の理由】 

本主題は，中学校学習指導要領特別の教科道徳，内容項目 C-(18)「国際理

解，国際貢献」の「世界の中の日本人としての自覚をもち，他国を尊重し，国

際的視野に立って，世界の平和と人類の発展に寄与すること」を受けている。

グローバルな相互依存関係にある国際社会においては，国際的な視野に立ち世

界情勢に目を向けながら，国際理解に努めることが必要である。そのためには

自国だけでなく，他の地域や国々の歴史や現在の状況を理解し，尊重する態度

を育てることが求められる。世界平和は人類共通の理想であり課題も多い。そ

の現実に目を向けつつ人間存在の意義や価値についての理解を深めながら，世

界平和や人類の発展に貢献しようとする心情を育てたいと考え，本単元を構築

した。 

【単元の意義】 

氏名 齋藤 暢 学校名 宮城 都・道・府・県 

仙台市立南小泉中学校夜間学級 

担当教科等 道徳 対象学年（人数）  １年 A組（１５名） 

実践年月日もしくは期間（時数） 令和５年１１月２７日（１時間） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元の意義は、先生の思いに自我関与するようにして，モザンビークの

課題について，多面的・多角的に考えさせながら，他国の文化を尊重する心や

自ら貢献しようとする心の大切さについて考えるようにしたい。 

【児童／生徒観】 

インターネット等の著しい発展によって，生徒は国内外を問わず様々な情

報を手にする環境にある。他教科等での学習とも相まって，世界中の国々に

対して興味・関心が高まってくる時期でもある。生徒が，価値観の異なる他者

との共生について考えを深めながら，他国を理解し，尊重することや国際貢

献の大切さに気づくように働きかけたい。 

【教材観】 

本教材【資料１】は，一見遠い場所の出来事のように思える国際理解や国際

貢献について，身近な問題として捉え，「自分事」として考えることのできる

教材である。JICA東北主催の教師海外研修でモザンビーク共和国に行った先

生が，国や地域の現状を知り，地域格差の大きさを感じながらも，子供たちの

幸せそうな笑顔を見て，自分ではどうすることもできない感情となる。先生

の思いに自我関与するようにして，モザンビークの課題について，多面的・多

角的に考えさせながら，他国の文化を尊重する心や自ら貢献しようとする心

の大切さについて考えるようにしたい。異文化を理解するということを通し

て，国際貢献の在り方について，生徒自身の考えを深めるようにしたい。 

【指導観】 

本単元の指導に当たっては、生徒が異文化を理解するということを通して，

国際貢献の在り方について，生徒自身の考えを深めるようにしたいと考える。 

指導に当たっては、単元の意義を踏まえ、以下の点について配慮していきたい。 

① 自我関与するための発問,生徒から出た意見を，さらに深める問い返し発問 

を工夫する。主人公に自我関与し，相手の気持ちを知ることが相手の気持ち

や意図をつかむことに繋がるため，意見を深めるための効果的な発問をする。 

②  生徒同士の相互指名を行い，誰もが発言できる雰囲気をつくる。学習活動

の中に，生徒同士の相互指名の発表の場を設けることで，相手の意見や意図

を聞こうとする意識が芽生える。仲間の発言を聞いて自分の意見と似てい

るところ，異なるところなどの視点を持って，話を聞かせる。 

③  ワークシートを活用し，主発問のねらいに迫るための時間を充分にとり，

個への振り返りを行う。自分の伝えたいことを整理するためには，思考する

時間が必要である。個への振り返りの時間を充分に確保する。 



 

 ④  役割演技を通して,主人公の気持ちの変化を自分の言葉で表現できるよ

うに結びつける。不満から理解へ転換した主人公の気持ちを，自分の言葉で

選択し役割演技を通して表現させる。 

5．単元計画（全１時間） 

時 『小単元名』・学習のねらい 学習活動 

資料など 

※：JICA リソース活用は

こちらに記載 

１ 

本時 

『世界の人々とのつながり』 

国際社会の一員としての日本人

の自覚を持ち，どの国の人々も

同じ人間として尊重し合い，世

界平和や人類の発展に貢献しよ

うとする道徳的実践意欲を育て

る。 

内容項目 国際理解，国際貢献 

 

① アフリカのイメージをウェビン

グで共有する。 

② 教材「モザンビークで―」の範読

を聞き，先生の立場に立って問題

点を話し合う。 

③ 価値の一般化を図る。 

・本教材【資料１】 

・ロイロノートスクール 

ウェビング 

ハートメーター 

・JaMboard 

ダイヤモンドランキング 

 

6．本時の展開 

本時のねらい 

国際社会の一員としての日本人の自覚を持ち，どの国の人々も同じ人間として尊重し合い，世界平和や

人類の発展に貢献しようとする道徳的実践意欲を育てる。 

 

過程・

時間 
教員の働きかけ・発問および学習活動 

・指導形態 

指導上の留意点 

（支援） 

資料（教材） 



 

導入 

（5分） 

 

 

 

 

 

展開 

(35分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ アフリカのイメージをかいたウェ

ビングを共有する。 

【予想される生徒の反応】 

・貧しい地域が多い。 

・暑くて食べ物が育たない。 

・治安が悪くて住みづらい。 

 

 

 

２ 教材「モザンビークで―」の範読を

聞き，先生の立場に立って問題点を

話し合う。 

 

① 「モヤモヤして頭が痛くなったの

は，どのような理由だろう。」 

 

【予想される生徒の反応】 

・道路について 

道を整備すれば，物資を運搬しやすく

なるから。 

・住居について 

しっかりした家を建設すれば，安心し

た生活が保てるから。 

衛生面が向上し，健康的な生活を送る

ことができるから。 

・地面について 

ガラスを取り除けば，ケガによる危険

性が減るから。 

・学校について 

学校を建設すれば，適切な人数で生徒

が勉強できるから。 

・その他 

子供達の笑顔と劣悪な環境のギャッ

プを感じたから。 

 

 

（補助発問） 

ダイヤモンドランキングで「教育を上

の方に並べます。」といった大学生の

話を聞いてどう思いますか？ 

１ アフリカのイメージを

かいたウェビングを２分で

書くよう指示する。 

 

 

 

 

 

 

・短冊を用いて，条件，状況

を把握させる。 

  

 

・先生がモヤモヤした理由

が何かを考えながら範読

を聞かせる。 

 

・街並み，スラム街，学校の

３か所に分けて意見を出

させる。 

・意見が出なかった場合，

自分がモザンビークで生

活することになったら，

どんな気持ちになるかを

考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教師用ハートメーターを

用いて,全体での話し合

いの手立てとする。(全

体) 

ロイロノートのシン

キングツールを使い、

モニターに映してお

く。【資料２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問い返し発問 

「物資を運搬しやす

くなると？」 

「安心した生活がで

きると？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホワイトボードアプ

リ Jamboard を用い、

ダイヤモンドランキ

ングをモニターに映

世界との人々とのつながり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【予想される生徒の反応】 

納得できた 

・教育がすべての基礎だと思う。 

・最初は下の方だと考えていたけれど，

話を聞いて確かにそうだなと感じた。 

納得できなかった 

・暴力，差別を受けない社会を最初に作

るべきだ。 

・もっと先にすることがあるのではない

か。 

 

 
 

 

 

② 中心発問 

「世界のことを理解し，世界の人々のた

めに貢献したいと思うとき，どんなこと

が大切だと思いますか？」 

【予想される生徒の反応】 

・自分とは違う日々を送っている人がい

ることを知ること。 

・自分にできることは何かと考えるこ

と。 

（補助発問） 

 「今まであなたはそんなことを考えて

赤…納得できた 

青…納得できなかった 

・自分事として考えさせた

あとに大学生の考えを比

較させる。 

・多面的・多角的な視点で

考えさせる。 

・生徒同士の相互指名で意

見を交流できるようにす

る。 

教師「納得できた理由を，A

さんお願いします。」 

A さん「私は,△△だと思い

ました。 

B さんの意見を教えてくだ

さい。」 

・生徒が意見を交流しやす

い雰囲気をつくり，発言

させるようにする。 

 

 

・先生の気持ちの変化を共

有するためにペアで話し合

わせる。 

 

・役割演技を行い,先生の

心の変化(困惑から理解

へ)がわかるように演技

をさせる。 

・インタビューアーを担任

が行い,先生の気持ちの変

化を引き出すように役割演

技をする。 

 

 

 

 

 

 

 

し出す。【資料３】 



 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

（5分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いましたか、これからはどんなことをし

ていきたいですか？」 

【予想される生徒の反応】 

・できるできないは別の話として将来は

そういう仕事をしたい。 

・視野を広げて物事を見ること。 

 

３ 価値の一般化を図る。 

「他国の人々のために何かしようと

するときに，どんなことをしていきた

いですか？」 

【予想される生徒の反応】 

・他国の文化や歴史などをよく調べて理

解すること。 

・お互いの良いところを認め合いなが

ら，他国の人と協力すること。 

 

４ 教師の説話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教材から離れて，自分を

見つめ考えさせる。 

◆自分の生き方を見つめ,

その考えをワークシート

に記入している。【ワーク

シート】【資料４】 

・今後の生き方に生かせる

よう，実践意欲をもたせる。 

 

・教師から「世界の人々と

のつながり」の話を聞き，

ねらいとする価値を自分

のものとしてとらえる。 

 

 

 

7．本時の振り返り 

最後の教師の説話では，JICA 東北主催の教師海外研修でモザンビーク共和国に行った先生が，国や地

域の現状を知り，地域格差の大きさを感じながらも，子供たちの幸せそうな笑顔を見て，自分ではどう

することもできない感情（モヤモヤ）となったことを伝える。 

研修後に，モヤモヤした気持ちそのものが「異文化を知るということ」であるという心情の変化によ

り，少しずつモヤモヤが解消されていったことを，生徒に素直に伝えていく。 

そして，世界の課題に対する解決策はすぐに見つけられないとしても，目の前の出来事を「自分ごと」

として考えることからすべては始まる，それが国際理解そして国際貢献のスタートであることに気付い

たときに，先生として，道徳の教材を作成することが，自分にできることではないかという考えが生ま

れた。本教材を通して，生徒に国際理解について興味をもってもらうことが，国際理解教育の充実につ

ながると考え，資料を作成したという思いを伝えていく。 

評価の視点 

【物事を多面的・多角的に考えている様子】 

・主人公の行為について多様に話し合う中で，自分の考えを発表したり，友達の考えを聞

いたりしている。 

【道徳的価値についての理解を自分との関わりで深めている様子】 

・自分で物事をよく考え判断していこうとする意欲的な発言や記述が見られる。 



 

8. 学習方法及び外部との連携 

・ウェビング（イメージマップ）は「広げる」ことを助けるシンキングツールの１つ。 

中心においた言葉（中心語）から外側に連想を広げていく。中心語とは結びつかないようなアイデア

を生み出すことができる。 

・Yチャートは「多面的に見る」「分類する」ことを助けるシンキングツールの１つで、Yチャートは３

つの視点で考えることができる。 

・ダイヤモンドランキングは「比較する」「順序付ける」ことを助けるシンキングツールの１つ。 

複数のアイデアに優先順位をつけるときに使う。 

9. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

・SDGｓ世界同時授業 

 児童生徒が持続可能な社会を実現するために、自分自身に何ができるかを考えることを通して、社会

参画するための手がかりをつかみ、発表会を通して、よりよい社会の形成に向けた意欲や態度を身に

付けることを目的としたオンライン授業を実施。過去４年間で 18 か国 124 学級 3200 人の児童生徒が

参加した。 

 

【自己評価】 

10. 成果 

 

・児童生徒にとって，一見遠い場所の出来事のように思える国際理解や国際貢献

について，身近な問題として捉え，「自分事」として考えることのできる教材を

作成することができた。 

・教科書の形式で作成ができたことにより，本教材が本校のみでなく，他校にも

広く活用されることが期待できる。 

・シンキングツールを利用し，分類する・比較する・関係づける・順序立てる・構

造化するなど，ものごとを批判的，複合的に考える際に，その考えを整理して見

えやすい形で表現するため方法を学ぶことができた。他教科の授業でも活用され

ることが期待できる。 

11. 課題 ・授業づくりの過程において 

教材を作成した最初のころは，本時のねらいとして，生徒にモヤモヤとした気

持ちについて考えさせたいと考えており、本文の中に，登場人物の先生がそのモ

ヤモヤを受け入れたこと、そして，まずは「自分ごと」として受け止めることが

大切であると、先生の思っている国際理解についての価値観を書いてしまってい

た。 

本来は，道徳の授業を通して，すぐに道徳的な行為が身につくことをねらうも

のではなく，これからの「日常生活や今後出会うであろう様々な場面及び状況に

おいて，道徳的価値を実現するための適切な行為を主体的に選択し，実践するこ

とができるような内面的資質」を育てることが目標であり，指導者は「その目標

を十分に理解して，教師の一方的な押し付けや単なる生活経験の話合いなどに終

始することのないように特に留意」しなければならない。 

これを踏まえたときに，生徒が先生の価値観を理解することがねらいであるな

ら、教師の一方的な押し付けとなってしまっていた危険性がある。 



 

すべての生徒がこれまでの人生で国際理解について見聞きしたわずかな経験

や体験をもとに，この教材に触れ，自分の考えを見つめ，これからの生き方につ

いて考えることが大切である。一つの答えに導くことを求めるのではなく，授業

が始まる前の自分より，授業が終わったあとの国際理解や国際貢献についての自

分の考えが高まっていることが道徳科の授業の特質だと考え，教材を再編集する

ことにした。 

12. 改善点 ・上記の課題を踏まえた改善点 

本教材の中で先生の考えが前面に出ているのは，生徒の多面的多角的な思考を

奪うことが考えられる。そこで，教材を「モヤモヤして頭が痛くなりました。」

で終わりにすることにした。授業では，「この先生はどうして頭が痛くなったの

でしょうか。」という発問からスタートした。生徒たちは自分たちの生活と重ね

合わせ，学校の様子や町の様子が大きく違うことに気づき，それを変えることの

できない先生の気持ちに焦点を当てた。 

中心発問は，「世界のことを理解し，世界の人々のために貢献したいと思うと

き，どんなことが大切だと思いますか。」と設定した。自分とは違う日々を送っ

ている人がいることを知ることとか，自分にできることは何かと考えること，で

きる，できないは別の話として将来はそういう仕事をしたいと語り出す生徒，視

野を広げて物事を見ること等，いろいろと意見が出るように想定した。 

そして「今まであなたはそんなことを考えていましたか。」「これからはどん

なことをしていきたいですか。」と生徒の自己の生き方について考えを深めさせ

られるように進めることにした。 

13. 学びの軌跡  

14. 授業者による

自由記述 

・道徳の時間は特別の教科（教科だが成績を数値化せず，また専科免許のない特別

な教科）となり，現在はほとんどの授業で教科書を利用する為，教材を新たに作

り出すということが無くなっていたが，中学校学習指導要領解説特別の教科道徳

編（以下解説）第 4章第 4節第 1項「教材の開発と活用の創意工夫」に，「生徒

が問題意識をもって多面的・多角的に考えたり，感動を覚えたりするような充実

した教材の開発や活用が求められる。」と記載されており，教材を一から作り出

すという挑戦をすることを決めた。 

登場人物の先生は，私自身である。モザンビーク研修での経験をできるだけ分

かりやすく伝えることを一番に考え，読みやすい文章で表現することを心掛け

た。生徒にとって，一見遠い場所の出来事のように思える国際理解や国際貢献に

ついて，身近な問題として捉え，「自分事」として考えることのできる教材とな

るように，研修中に感じた思いを率直に表現することにした。 

この教材に触れ，すべての生徒がこれまでの人生で国際理解について見聞きし

たわずかな経験や体験をもとに，自分の考えを見つめ，これからの生き方につい

て考えることを期待したい。 

参考資料：中学校学習指導要領 



 

【資料１ 道徳の教科書】 

 

 

 



 

【資料２ ウェビング】                 【資料３ ダイヤモンドランキング】 

  

                        

出典：「豊かさと開発」(2016)． 

特定非営利活動法人 開発教育協会 

                                                     「何のための開発？」ダイヤモンドランキング 

 

 

【資料４ ワークシート】 

 
 


